
JP 5150427 B2 2013.2.20

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１読取対象物の画像を読み取り、画像明度の異なる複数の第１読取画像を取得し、所
定選択順序に基づき、各明度の第１読取画像に含まれた識別情報の認識を試行し、識別情
報認識処理の結果を示す統計情報を記憶する記憶手段と、
　第２読取対象物の画像を読み取り、画像明度の異なる複数の第２読取画像を取得する画
像読取手段と、
　前記統計情報に基づき、画像明度の異なる複数の第２読取画像のうちの所定明度の第２
の読取画像に含まれた識別情報の認識処理を優先する認識手段と、
　を備え、
　前記認識手段は、前記統計情報により、所定明度の第１読取画像に含まれた識別情報の
認識試行時に得られたエラー訂正数が最も少ないことが示されている場合、所定明度の第
２の読取画像に含まれた識別情報の認識処理を優先することを特徴とする情報認識処理装
置。
【請求項２】
　前記記憶手段は、前記第１読取対象物に記録されたバーコードの認識処理の結果を示す
前記統計情報を記憶し、
　前記認識手段は、前記統計情報に基づき前記第２読取対象物に記録されたバーコードを
認識する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の情報認識処理装置。
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【請求項３】
　前記認識手段は、前記第２読取画像に含まれた識別情報の認識処理結果に基づき前記統
計情報を更新することを特徴とする請求項１に記載の情報認識処理装置。
【請求項４】
　前記記憶手段は、前記統計情報と前記第１読取対象物の第１画像フォーマット情報とを
対応づけたフォーム別統計情報を記憶し、
　前記画像読取手段は、前記第２読取対象物の画像を読み取り、前記第２読取処理対象物
の第２画像フォーマット情報を取得し、
　前記認識手段は、前記第１画像フォーマット情報と前記第２画像フォーマット情報とが
類似条件を満たす場合に、前記統計情報に基づき、前記所定明度の第２読取画像に含まれ
た識別情報の認識処理を優先する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の情報認識処理装置。
【請求項５】
　前記記憶手段は、前記統計情報と輝度値のヒストグラムで示された前記第１画像フォー
マット情報とを対応づけた前記フォーム別統計情報を記憶し、
　前記画像読取手段は、前記第２認識処理対象物の画像を読み取り、輝度値のヒストグラ
ムで示された前記第２画像フォーマット情報を取得し、
　前記認識手段は、前記第１画像フォーマット情報と前記第２画像フォーマット情報とが
類似条件を満たす場合に、前記統計情報に基づき、前記所定明度の第２読取画像に含まれ
た識別情報の認識処理を優先する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の情報認識処理装置。
【請求項６】
　前記画像読取手段は、異なる複数の露光時間で前記第２読取対象物を読み取り、画像明
度の異なる複数の第２読取画像を取得することを特徴とする請求項１に記載の情報認識処
理装置。
【請求項７】
　複数処理に基づき読取画像に含まれた識別情報を認識する識別情報認識処理の結果を示
す統計情報を記憶する記憶手段と、
　読取対象物の画像を読み取り、読取画像を取得する画像読取手段と、
　前記統計情報に基づき有効な処理を選択し、有効な処理に基づき前記読取画像に含まれ
た識別情報を認識する認識手段と、
　を備え、
　前記認識手段は、前記統計情報に基づき誤り訂正の数が最も少なかった組合せ処理を選
択し、選択した組合せ処理に基づき前記読取画像に含まれた識別情報を認識することを特
徴とする情報認識処理装置。
【請求項８】
　前記記憶手段は、複数処理に基づき読取画像に含まれたバーコードを認識するバーコー
ド認識処理の結果を示す前記統計情報を記憶し、
　前記認識手段は、前記統計情報に基づき有効な処理を選択し、有効な処理に基づき前記
読取画像に含まれたバーコードを認識する、
　ことを特徴とする請求項７に記載の情報認識処理装置。
【請求項９】
　前記記憶手段は、前記統計情報と、読取対象物に対してバーコードを記録した記録先を
特定するための記録先特定情報とを対応づけた記録条件別統計情報を記憶し、
　前記認識手段は、前記読取対象物に対してバーコードを記録した記録先を特定するため
の記録先特定情報を取得し、前記記録条件別統計情報に含まれた記録先特定情報と前記取
得された記録先特定情報とが一致することを条件として、前記記録条件別統計情報に基づ
き有効な処理を選択し、有効な処理に基づき前記読取画像に含まれたバーコードを認識す
る、
　ことを特徴とする請求項７に記載の情報認識処理装置。
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【請求項１０】
　前記記憶手段は、バーコード認識処理時間帯別の統計情報を記憶し、
　前記認識手段は、前記バーコード認識処理時間帯別の統計情報から現在時刻に対応した
統計情報を選出し、選出された統計情報に基づき有効な処理を選択し、有効な処理に基づ
き前記読取画像に含まれたバーコードを認識する、
　ことを特徴とする請求項７に記載の情報認識処理装置。
【請求項１１】
　第１読取対象物の画像を読み取り、画像明度の異なる複数の第１読取画像を取得し、所
定選択順序に基づき、最初に選択した第１明度の第１読取画像に含まれた識別情報の認識
を試行し、認識成功に基づき認識処理を完了し、認識失敗に基づき次に選択された第２明
度の第１読取画像に含まれた識別情報の認識を試行する識別情報認識処理の結果を示す統
計情報を記憶し、
　第２読取対象物の画像を読み取り、画像明度の異なる複数の第２読取画像を取得し、
　所定明度の第１読取画像に含まれた識別情報の認識成功を示す識別情報認識処理の結果
を含む前記統計情報に基づき、前記所定明度の第２読取画像に含まれた識別情報の認識処
理を優先する優先処理において、前記統計情報により、所定明度の第１読取画像に含まれ
た識別情報の認識試行時に得られたエラー訂正数が最も少ないことが示されている場合、
所定明度の第２の読取画像に含まれた識別情報の認識処理を優先する、
　ことを特徴とする情報認識処理方法。
【請求項１２】
　複数処理に基づき読取画像に含まれた識別情報を認識する識別情報認識処理の結果を示
す統計情報を記憶し、
　読取対象物の画像を読み取り、読取画像を取得し、
　前記統計情報に基づき有効な処理を選択し、有効な処理に基づき前記読取画像に含まれ
た識別情報を認識する認識処理において、前記統計情報に基づき誤り訂正の数が最も少な
かった組合せ処理を選択し、選択した組合せ処理に基づき前記読取画像に含まれた識別情
報を認識する、
　ことを特徴とする情報認識処理方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、郵便物等に印刷されたバーコード等の識別情報を認識する情報認識処理装置
及び情報認識処理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　郵便処理の分野では、郵便物に記録された宛先を認識する宛先認識装置が知られている
。郵便物に記録された宛先を短時間で認識するためには、郵便物上の宛先領域を短時間で
正確に見つけ出すことが重要である。そこで、予め、郵便物から読み取った読取郵便物画
像と予め登録した登録郵便物画像とを比較し、読取郵便物画像と登録郵便物画像とが類似
条件を満たす場合に、登録郵便物画像に対応付けて登録された宛先領域情報を参照し、読
取郵便物画像の中から宛先領域を見つけ出す技術が提案されている（特許文献１参照）。
【特許文献１】特開平１１－２３８０９７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　上記した宛先認識装置は、例えば複数台計算機により構成され、これら複数台計算機に
より処理を分散している。ところが、郵便物に記録されたバーコードを認識するバーコー
ド認識装置は、単独計算機により構成されるものが多い。バーコード認識装置は、複数の
認識処理による複数のバーコード認識結果の中から最適な認識結果を選択したり、これら
複数の認識処理によりバーコードが認識できない場合にはさらに別の認識処理を適用しバ
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ーコードを認識したりする。
【０００４】
　しかしならが、バーコード認識装置は、遅延処理に対応しないことが多く、そのためバ
ーコード認識の最大処理時間が厳しく制約される傾向にある。そのため、有効な認識処理
を実行する前に、最大処理時間が経過しタイムアウトになってしまうことがある。このよ
うな事情から、バーコード認識装置の認識性能が最大限に生かされず、認識性能が低下す
る恐れがあった。
【０００５】
　例えば、郵便物から画像を読み取り、画像明度の異なる複数の画像を取得し、これら複
数の画像を用いた認識処理では、認識処理に適した明度の画像から処理を開始することが
望ましい。ところが、バーコード認識装置は、予め決められた順序で、画像を選択し、認
識処理を開始する。そのため、認識処理に適した明度の画像を用いた認識処理を実行する
前に、最大処理時間が経過しタイムアウトになってしまうことがある。
【０００６】
　また、特定の印字機器により認識し難いバーコードが印字されることがある。このよう
なバーコードは通常の認識処理では認識できず、別の認識処理を適用する必要がある。し
かしながら、バーコード認識装置は、通用の認識処理を適用してから、必要に応じて別の
認識処理を適用するように設定されている。そのため、別の認識処理を実行する前に、最
大処理時間が経過しタイムアウトになってしまうことがある。
【０００７】
　本発明の目的は、最大処理時間内で認識性能を有効活用することが可能な情報認識処理
装置及び情報認識処理方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この発明の一実施形態に係る情報認識処理装置は、第１読取対象物の画像を読み取り、
画像明度の異なる複数の第１読取画像を取得し、所定選択順序に基づき、各明度の第１読
取画像に含まれた識別情報の認識を試行し、識別情報認識処理の結果を示す統計情報を記
憶する記憶手段と、第２読取対象物の画像を読み取り、画像明度の異なる複数の第２読取
画像を取得する画像読取手段と、前記統計情報に基づき、画像明度の異なる複数の第２読
取画像のうちの所定明度の第２の読取画像に含まれた識別情報の認識処理を優先する認識
手段と、を備えている。
【０００９】
　この発明の一実施形態に係る情報認識処理方法は、第１読取対象物の画像を読み取り、
画像明度の異なる複数の第１読取画像を取得し、所定選択順序に基づき、最初に選択した
第１明度の第１読取画像に含まれた識別情報の認識を試行し、認識成功に基づき認識処理
を完了し、認識失敗に基づき次に選択された第２明度の第１読取画像に含まれた識別情報
の認識を試行する識別情報認識処理の結果を示す統計情報を記憶し、第２読取対象物の画
像を読み取り、画像明度の異なる複数の第２読取画像を取得し、所定明度の第１読取画像
に含まれた識別情報の認識成功を示す識別情報認識処理の結果を含む前記統計情報に基づ
き、前記所定明度の第２読取画像に含まれた識別情報の認識処理を優先する。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、最大処理時間内で認識性能を有効活用することが可能な情報認識処理
装置及び情報認識処理方法を提供できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、図面を参照し、本発明の実施形態について説明する。
【００１２】
　図１は、本発明の一実施形態に係るバーコード処理装置（情報認識処理装置）の概略構
成を示す図である。バーコード処理装置は、例えば郵便物区分機に適用することができる
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。
【００１３】
　図１に示すように、バーコード処理装置は、オペレーション部１、蛍光バーコード用ス
キャナ２、制御ＰＣ３、蛍光バーコード認識部５、ＨＵＢ６、通信ケーブル７、搬送ベル
ト８、日時別認識結果データベース１０、印字局別認識結果データベース１１を備えてい
る。
【００１４】
　蛍光バーコード用スキャナ２は、搬送ベルト８を搬送される郵便物等の書状（読取対象
物）９の画像（蛍光画像）を不可視光により読み取る。書状９には蛍光バーコード（識別
情報）が印字されており、蛍光バーコード用スキャナ２は、この蛍光バーコードを読み取
るものである。
【００１５】
　蛍光バーコード認識部５は、蛍光バーコード用スキャナ２により読み取られた読取画像
を処理する画像処理部である。
【００１６】
　オペレーション部１は、例えばＰＣ（パーソナルコンピュータ）により構成することが
できる。同様に、制御部３も、例えばＰＣにより構成することができる。同様に、蛍光バ
ーコード認識部５も、例えばＰＣにより構成することができる。
【００１７】
　通信ケーブル７は、蛍光バーコード用スキャナ２と蛍光バーコード認識部５とを接続し
、蛍光バーコード認識部５と日時別認識結果データベース１０及び印字局別認識結果デー
タベース１１とを接続し、ＨＵＢ６とオペレーション部１、制御部３、及び蛍光バーコー
ド認識部５とを接続する。
【００１８】
　日時別認識結果データベース１０は、日時別のバーコード認識処理の結果を示す統計情
報を記憶する。印字局別認識結果データベース１１は、印字局別のバーコード認識処理の
結果を示す統計情報を記憶する。
【００１９】
　なお、日時別認識結果を使用する場合には日時別認識結果データベース１０は必須とな
り、印字局別認識結果を使用する場合には印字局別認識結果データベース１１は必須とな
るが、日時別認識結果及び印字局別認識結果を使用しない場合には日時別認識結果データ
ベース１０及び印字局別認識結果データベース１１は必須構成ではない。同様に、オペレ
ーション情報を使用しない場合は、オペレーション部１も必須構成ではない。
【００２０】
　蛍光バーコード用スキャナ２は、バーコード認識用画像を読み取る。また、蛍光バーコ
ード認識部５は、画像明度の異なる複数の読取画像を作成し、直前認識書状（直前認識郵
便物）の読取画像の輝度情報と読取画像の輝度情報とを比較し、輝度比較結果に基づき画
像明度の異なる複数の読取画像の中から優先的に処理する読取画像を選択する。また、蛍
光バーコード認識部５は、印字局・日時毎のバーコード認識処理結果が蓄積されている統
計情報データベースから統計情報を取得し、その統計情報に基づきどのような認識処理を
どのような順序で適用すべきか判断する。また、蛍光バーコード認識部５は、隣接する濃
度差が一定値以上の固まりをラベル付けする微分二値ラベリングを実行し、バーコード領
域を抽出し、個別バーを判定し、判定したバーの並びを入力として復号化し、複数のバー
コード復号結果が得られた場合にどのバーコード復号結果を採用するかを選択し、区分機
側およびログ情報等にバーコード認識結果を出力する。ただし、微分二値ラベリングの替
わりに通常の二値ラベリングを適用してもよい。
【００２１】
　以下、具体的な手順について説明する。なお、蛍光バーコード用スキャナ２は事前にキ
ャリブレーションされているものとする。つまり、蛍光バーコード用スキャナ２の位置合
わせ等は完了しているものとする。
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【００２２】
　図３に示すように、認識の対象となる蛍光バーコードは、例えば、４ステートバーコー
ドである。４ステートバーコードとしては、タイミングバーＢ１、アセンダーＢ２、ディ
センダーＢ３、ロングバーＢ４がある。タイミングバーＢ１は短く、アセンダーＢ２は上
方向だけが長いバーであり、ディセンダーＢ３は下方向だけが長いバーであり、ロングバ
ーＢ４は上下方向に長いバーである。なお、認識の対象となる蛍光バーコードは、リード
ソロモン式の復号による誤り訂正機能を備えている。
【００２３】
　蛍光バーコード用スキャナ２は、書状（郵便物）の画像を読み取り、図３に示すような
画像を取得する。蛍光バーコード用スキャナ２で取得される画像の性質は、蛍光特性があ
る部分に反応して発光するので、書状自体が蛍光色の封筒などのケースでは、図４Ａに示
すように、バー同様に書状面も発光しているような画像となる。逆に、黒色の書状などで
、バーの発光特性が弱まるような書状の場合には、図４Ｂに示すように、バーがほとんど
発光しないような画像となる。
【００２４】
　蛍光バーコードには上記したような特性があるため、画像明度の異なる複数の読取画像
を取得し、これら画像明度の異なる複数の読取画像の中の最適な画像明度の読取画像から
バーコードを認識する。例えば、蛍光バーコード用スキャナ２に１２ビットのワイドレン
ジを適用し、１２ビットで示される読取画像を取得し、１２ビットで示される読取画像か
ら８ビットごとに画像を切り出す。これにより、図５Ａ及び図５Ｂに示すような、画像明
度の異なる５つの読取画像を取得することができる。図５Ａ及び図５Ｂに示す５つの読取
画像を、上から順に、第１明度の読取画像、第２明度の読取画像、第３明度の読取画像、
第４明度の読取画像、第５明度の読取画像と定義する。なお、図５Ａは、黒地書状での５
段階明度切り出しバーコード画像の一例を示す図であり、図５Ｂは、蛍光色書状での５段
階明度切り出しバーコード画像の一例を示す図である。
【００２５】
　なお、蛍光バーコード用スキャナ２が、異なる露光時間で異なる明度の画像を取得する
ようにしてもよい。
【００２６】
　次に、画像明度の異なる複数の読取画像の中から最適な画像明度の読取画像を選択する
画像明度選択処理について説明する。
【００２７】
　バーコード処理装置は、次々に搬送される書状の画像を読み取り、読取画像に含まれる
バーコードを認識し、日時別認識結果データベース１０及び印字局別認識結果データベー
ス１１には、バーコード認識処理結果を示す統計情報が次々に蓄積される。バーコード処
理装置は、ある書状のバーコードの認識処理に、直前のバーコード認識処理結果を利用す
ることができる。
【００２８】
　例えば、バーコード処理装置は、書状Ａの画像を読み取り、画像明度の異なる複数の読
取画像Ａを取得し、所定選択順序に基づき、各明度の読取画像Ａに含まれたバーコードの
認識を試行し、識別情報認識処理の結果を示す統計情報を記憶する。この場合、統計情報
は、例えば、第１明度の読取画像Ａに含まれたバーコード認識試行時に得られたエラー訂
正数のカウント値を含み、第２明度の読取画像Ａに含まれたバーコード認識試行時に得ら
れたエラー訂正数のカウント値を含み、第３明度の読取画像Ａに含まれたバーコード認識
試行時に得られたエラー訂正数のカウント値を含み、第４明度の読取画像Ａに含まれたバ
ーコード認識試行時に得られたエラー訂正数のカウント値を含み、第５明度の読取画像Ａ
に含まれたバーコード認識試行時に得られたエラー訂正数のカウント値を含む。なお、第
５明度の読取画像Ａに含まれたバーコード認識試行時に得られたエラー訂正数のカウント
値が最も少ないと仮定する。
【００２９】



(7) JP 5150427 B2 2013.2.20

10

20

30

40

50

　或いは、バーコード処理装置は、書状Ａの画像を読み取り、画像明度の異なる複数の読
取画像Ａを取得し、所定選択順序に基づき、最初に選択した第１明度の読取画像Ａに含ま
れたバーコードの認識を試行し、認識成功に基づき認識処理を完了し、認識失敗に基づき
次に選択された第２明度の読取画像Ａに含まれたバーコードの認識を試行し、認識成功に
基づき認識処理を完了し、認識失敗に基づき次に選択された第３明度の読取画像Ａに含ま
れたバーコードの認識を試行し、認識成功に基づき認識処理を完了し、認識失敗に基づき
次に選択された第４明度の読取画像Ａに含まれたバーコードの認識を試行し、認識成功に
基づき認識処理を完了し、認識失敗に基づき次に選択された第５明度の読取画像Ａに含ま
れたバーコードの認識を試行する。例えば、第５明度の読取画像Ａに含まれたバーコード
の認識に成功した場合、統計情報は、第５明度の読取画像Ａに含まれたバーコードの認識
成功を示す認識成功情報を含む。
【００３０】
　蛍光バーコード用スキャナ２は、書状Ｂの画像を読み取り、読取画像Ｂを蛍光バーコー
ド認識部５へ提供する。蛍光バーコード認識部５は、第１明度、第２明度、第３明度、第
４明度、第５明度の読取画像Ｂを生成する。また蛍光バーコード認識部５は、日時別認識
結果データベース１０又は印字局別認識結果データベース１１から統計情報を取得する。
さらに、蛍光バーコード認識部５は、統計情報に含まれた読取画像Ａと蛍光バーコード用
スキャナ２から提供された読取画像Ｂとを比較し、所定の類似条件を満たす場合に、第５
明度の読取画像Ｂを優先処理すると判断する。
【００３１】
　このような優先処理により、バルク書状を効率良く認識することが可能となる。例えば
、第１明度の読取画像、第２明度の読取画像、第３明度の読取画像、第４明度の読取画像
、第５明度の読取画像の順に認識処理を進めることが予め決まっているとする。しかも、
第５明度の読取画像が最もバーコード認識処理に適しているとする。つまり、第１明度の
読取画像、第２明度の読取画像、第３明度の読取画像、第４明度の読取画像からはバーコ
ードが認識できない、或いは認識率が低いとする。このようなケースで、上記したような
優先処理を適用しないと、すべての書状の認識処理において、第１明度の読取画像に対す
る認識処理、第２明度の読取画像に対する認識処理、第３明度の読取画像に対する認識処
理、第４明度の読取画像に対する認識処理、第５明度の読取画像に対する認識処理を適用
することになり、非常に効率が悪い。また、タイムアウトにより、第５明度の読取画像に
対する認識処理を実行できず、その結果、バーコードを認識することができないかもしれ
ない。
【００３２】
　これに対して、上記した優先処理を適用すれば、第１明度の読取画像に対する認識処理
、第２明度の読取画像に対する認識処理、第３明度の読取画像に対する認識処理、第４明
度の読取画像に対する認識処理を実施することなく（或いは第１明度の読取画像に対する
認識処理、第２明度の読取画像に対する認識処理、第３明度の読取画像に対する認識処理
、第４明度の読取画像に対する認識処理を後回しにして）、第５明度の読取画像に対する
認識処理だけでほぼバーコードを認識することができる。即ち、上記した優先処理により
、最大処理時間内でバーコード処理装置の認識性能を有効活用することができる。もし、
第５明度の読取画像に対する認識処理でバーコードが認識できなかった場合には、次にエ
ラー訂正数が少なかった明度の読取画像を選択し、認識処理を続行する。
【００３３】
　また、蛍光バーコード認識部５は、読取画像Ｂの認識処理結果に基づき統計情報を更新
する。例えば、第５明度の読取画像Ｂに含まれたバーコードの認識に失敗し、第４明度の
読取画像Ｂに含まれたバーコードの認識に成功した場合、統計情報は、第４明度の読取画
像Ｂに含まれたバーコードの認識成功を示す認識成功情報を含む。これにより、次に、蛍
光バーコード用スキャナ２が、書状Ｃの画像を読み取り、読取画像Ｃを蛍光バーコード認
識部５へ提供すると、蛍光バーコード認識部５は、認識成功情報に含まれた読取画像Ｂと
蛍光バーコード用スキャナ２から提供された読取画像Ｃとを比較し、所定の類似条件を満
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たす場合に、第４明度の読取画像Ｃを優先処理すると判断する。
【００３４】
　このようにして、バーコード処理装置は、統計情報をリアルタイムに更新し、最新の統
計情報に基づき効率良く認識処理を行うことができる。
【００３５】
　続いて、上記説明した画像明度選択処理の具体例１について説明する。上記した認識成
功情報は、例えば、図７に示すような読取画像Ａの濃度ヒストグラム情報を含む。濃度ヒ
ストグラム情報は、１２ビットで示される読取画像Ａを構成する各画素の濃度別の出現頻
度分布を示すものである。また、蛍光バーコード認識部５は、読取画像Ｂの濃度ヒストグ
ラム情報も生成する。蛍光バーコード認識部５は、読取画像Ａの濃度ヒストグラム情報と
読取画像Ｂの濃度ヒストグラム情報とを比較し、読取画像Ａと読取画像Ｂの類似度を測定
する。書状Ａと書状Ｂが同一バルク書状であれば、図８Ａに示すように、読取画像Ａの濃
度ヒストグラム情報と読取画像Ｂの濃度ヒストグラム情報とは、似たようなグラフの分布
となり、類似条件を満たすと判定される。
【００３６】
　また、形状検知に関しては、例えば、各濃度の発生頻度差の２乗和を利用する。これに
より、類似しているヒストグラムであれば、それぞれの差分は少なくなるため、読取画像
Ａと読取画像Ｂは類似書状であると判断できる。読取画像Ａと読取画像Ｂが類似書状であ
る判断された場合、読取画像Ｂの認識処理に、読取画像Ａの認識成功情報を利用する。例
えば、読取画像Ａの認識成功情報が、第１明度の読取画像Ａ、第２明度の読取画像Ａ、第
３明度の読取画像Ａ、第４明度の読取画像Ａ、及び第５明度の読取画像Ａに対する全ての
認識処理結果を含む場合、蛍光バーコード認識部５は、エラー訂正数の少なかった認識処
理で使用した明度から順に選択する。また、読取画像Ａの認識処理に失敗していた場合、
統計情報は読取画像Ａの認識失敗情報を含み、読取画像Ｂの認識処理に、読取画像Ａの認
識失敗情報を利用することもできる。例えば、読取画像Ａの認識失敗情報が、第１明度の
読取画像Ａ、第２明度の読取画像Ａ、第３明度の読取画像Ａの認識処理に失敗したことを
示す情報を含む場合、読取画像Ｂの認識処理の際に、第４明度の読取画像Ｂ又は第５明度
の読取画像Ｂを優先的に選択し認識処理を実行する。
【００３７】
　なお、読取画像Ｂに含まれたバーコードの認識処理において、図８Ｂに示すように、読
取画像Ａと読取画像Ｂが類似書状でなかった場合には、デフォルトの選択順序に基づき、
画像明度の異なる読取画像Ｂを順に選択し認識する。或いは、読取画像Ｂに含まれたバー
コードの認識処理において、読取画像Ａと読取画像Ｂが類似書状でなくとも、書状Ａより
前に処理した書状Ｘの読取画像Ｘと読取画像Ｂが類似書状であれば、読取画像Ｘの認識成
功情報或いは読取画像Ｘの認識失敗情報に基づき、読取画像Ｂの認識処理を進めることも
できる。
【００３８】
　続いて、上記説明した画像明度選択処理の具体例２について説明する。具体例２では、
具体例１で説明した図７に示す濃度ヒストグラム情報に替えて、図９に示す濃度ヒストグ
ラム情報を使用する。図９に示す濃度ヒストグラム情報は、濃度そのものを項目軸とした
ヒストグラムではなく、一定範囲の濃度を項目軸としたヒストグラムである。読取画像Ａ
の濃度ヒストグラム情報と読取画像Ｂの濃度ヒストグラム情報とを生成し、項目ごとの差
分２乗和を比較する。具体例１に対して、２乗和をとる項目数が少なくなっているため、
比較処理の高速化を図ることができる。
【００３９】
　続いて、上記説明した画像明度選択処理の具体例３について説明する。具体例３では、
読取画像Ａにおいて最も多く出現した濃度値と、読取画像Ｂにおいて最も多く出現した濃
度値とを比較し、読取画像Ａと読取画像Ｂが類似書状か否かを判断する。画像の明るさ選
択で重要なポイントの一つは書状自体が発光しているかどうかであり、最頻の濃度値は面
積が最も多い書状自体の発光レベルに左右される。読取画像Ａにおいて最も多く出現した
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濃度値と、読取画像Ｂにおいて最も多く出現した濃度値との差が一定値以下であれば、読
取画像Ａと読取画像Ｂを類似書状とみなす。つまり、最大面積となる書状の地の発光量が
読取画像Ａと読取画像Ｂで近い場合に、読取画像Ａと読取画像Ｂを類似書状とみなす。
【００４０】
　続いて、図６のフローチャートを参照し、画像明度選択処理の一例を説明する。
【００４１】
　蛍光バーコード用スキャナ２が、例えば書状Ｂの画像を読み取り（ＳＴ６０１）、蛍光
バーコード認識部５は、画像明度の異なる複数の読取画像Ｂを取得する。蛍光バーコード
認識部５は、日時別認識結果データベース１０及び印字局別認識結果データベース１１か
ら、統計情報を取得する。統計情報には、書状Ｂの前に処理された書状Ａの認識処理結果
を示す情報が含まれている。蛍光バーコード認識部５は、読取画像Ｂから書状Ｂの濃度ヒ
ストグラム情報を取得し（ＳＴ６０２）、統計情報から書状Ａの濃度ヒストグラム情報を
取得し（ＳＴ６０３）、書状Ｂの濃度ヒストグラム情報と書状Ａの濃度ヒストグラム情報
とを比較する。例えば、各濃度の発生頻度差の２乗和を計算する（ＳＴ６０４）。
【００４２】
　算出結果が閾値以下であれば（ＳＴ６０５、ＹＥＳ）、蛍光バーコード認識部５は、書
状Ｂは書状Ａに類似していると判断する。統計情報から書状Ａの認識成功が判明すれば、
蛍光バーコード認識部５は、書状Ａの認識処理におけるエラー訂正数に基づき認識処理の
優先順位を決定する（ＳＴ６０９）。例えば、第５明度の読取画像Ａを用いた認識処理に
おけるエラー訂正数が最も少なく、第４明度の読取画像Ａ、第３明度の読取画像Ａ、第２
明度の読取画像Ａ、第１明度の読取画像Ａの順にエラー訂正数が増えるとすると、認識処
理の優先順位は、第５明度の読取画像Ｂ、第４明度の読取画像Ｂ、第３明度の読取画像Ｂ
、第２明度の読取画像Ｂ、第１明度の読取画像Ｂの順に決定する。蛍光バーコード認識部
５は、決定された優先順位に基づき、認識処理を実行する（ＳＴ６０８）。
【００４３】
　統計情報から書状Ａの認識失敗が判明すれば、蛍光バーコード認識部５は、書状Ａの認
識処理と逆順で優先順位を決定する（ＳＴ６０７）。例えば、第５明度の読取画像Ａ、第
４明度の読取画像Ａ、第３明度の読取画像Ａの順に処理し認識に失敗していたとすると、
認識処理の優先順位は、第１明度の読取画像Ｂ、第２明度の読取画像Ｂ、第３明度の読取
画像Ｂ、第４明度の読取画像Ｂ、第５明度の読取画像Ｂの順に決定する。蛍光バーコード
認識部５は、決定された優先順位に基づき、認識処理を実行する（ＳＴ６０８）。
【００４４】
　算出結果が閾値以下でなければ（ＳＴ６０５、ＮＯ）、蛍光バーコード認識部５は、書
状Ｂは書状Ａに類似していないと判断する。この場合、蛍光バーコード認識部５は、デフ
ォルトの優先順位を適用する（ＳＴ６１０）。これにより、蛍光バーコード認識部５は、
第１明度の読取画像Ｂ、第２明度の読取画像Ｂ、第３明度の読取画像Ｂ、第４明度の読取
画像Ｂ、第５明度の読取画像Ｂの順に認識処理を実行する（ＳＴ６０８）。
【００４５】
　次に、印字局別認識結果統計データ及び日時別認識結果統計データを利用した特有書状
用認識処理について説明する。
【００４６】
　上記したように、バーコード処理装置は、認識処理に対応して認識処理の結果を示す統
計データを集積する。例えば、日時別認識結果データベース１０は日時別認識結果統計デ
ータを集積し、印字局別認識結果データベース１１は印字局別認識結果統計データを集積
する。
【００４７】
　印字局別認識結果統計データは、印字局の識別情報及び印字機器の識別情報のうちの少
なくとも一方の識別情報と認識結果（有効な認識処理を含む）とを対応付けた統計データ
を含む。日時別認識結果統計データは、日時データと認識結果（有効な認識処理を含む）
とを対応付けた統計データを含む。
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【００４８】
　オペレータが、オペレーション部１を介して、処理対象書状に対して印字処理を施した
印字局の識別情報を入力する。或いは、オペレータが、オペレーション部１を介して、処
理対象書状に対して印字処理を施した印字機器の識別情報を入力する。或いは、蛍光バー
コード用スキャナ２が、処理対象書状の画像を読み取り、蛍光バーコード認識部５が、読
取画像から印字局の識別情報を認識する。或いは、蛍光バーコード認識部５が、読取画像
から印字機器の識別情報を認識する。
【００４９】
　蛍光バーコード認識部５は、印字局別認識結果統計データに含まれた印字局の識別情報
と入力された印字局の識別情報又は認識された印字局の識別情報とを比較し、識別情報の
一致に基づき、印字局別認識結果統計データに含まれた有効な認識処理を適用し、読取画
像に含まれたバーコードを認識する。
【００５０】
　或いは、蛍光バーコード認識部５は、印字局別認識結果統計データに含まれた印字機器
の識別情報と入力された印字機器の識別情報又は認識された印字機器の識別情報とを比較
し、識別情報の一致に基づき、印字局別認識結果統計データに含まれた有効な認識処理を
適用し、読取画像に含まれたバーコードを認識する。
【００５１】
　或いは、蛍光バーコード認識部５は、日時別認識結果統計データに含まれた日時データ
と現在日時とを比較し、現在日時が日時データに該当する場合、日時別認識結果統計デー
タに含まれた有効な認識処理を適用し、読取画像に含まれたバーコードを認識する。
【００５２】
　以上により、特定の印字局、特定の印字機器、特定の日時に処理された書状に対して、
特定の認識処理を適用することができる。なお、特定の印字局、特定の印字機器、特定の
日時に処理された書状に対して、通常の認識処理に加えて特定の認識処理を適用するよう
にしてもよいし、特定の認識処理だけを適用するようにしてもよい。
【００５３】
　例えば、特定の印字機器の調整不良によって、書状に対してバーコードを印字する時に
インクの飛び散りが発生したり、上側もしくは下側のバーが短くなったりする印字不良が
発生している場合に、上記認識処理は有効である。つまり、特定の印字機器により印字さ
れた不良バーコードの特性に対応できる特定の認識処理を優先的に適用することができ、
最大処理時間内でバーコード処理装置の認識性能を有効活用することができる。
【００５４】
　続いて、上記説明した特有書状用認識処理の具体例１について説明する。
【００５５】
　図１１Ａは、日時別認識結果統計データの一例を示す図であり、図１１Ｂは、印字局別
認識結果統計データの一例を示す図である。
【００５６】
　図１１Ａに示すように、日時別認識結果統計データは、「処理日」「処理時刻」に対応
付けられた「認識書状総数」「認識不能書状総数」「誤り訂正数平均」「平均ラベル数」
「平均上側バー付加補正数」「平均下側バー付加補正数」「各内部認識処理別スコア加算
表」を含む。図１１Ｂに示すように、印字局別認識結果統計データは、「処理局」「処理
機体」に対応付けられた「認識書状総数」「認識不能書状総数」「誤り訂正数平均」「平
均ラベル数」「平均上側バー付加補正数」「平均下側バー付加補正数」「各内部認識処理
別スコア加算表」を含む。
【００５７】
　それぞれの項目は、認識処理終了後に都度更新される。日時別認識結果統計データにお
いて、「平均」は、ある時間に処理された書状総数の平均を意味する。印字局別認識結果
統計データにおいては、「平均」は、ある印字機体で印字処理された書状総数の平均を意
味する。「誤り訂正数」は、ある書状を認識したときに選択された答えで、入力のバーの
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並びとデコード結果のバーの並びを比較して何本訂正されたかを示す。「ラベル数」は、
微分２値化後のラベリング結果（黒画素連結ラベル）から求められるラベル数を示す。「
上側バー付加補正数」は、図１２Ａに示すように上側にバーの一部が付加されたバーの補
正数を示す。同様に、「下側バー付加補正数」は、図１２Ｂに示すように下側にバーの一
部が付加されたバーの補正数を示す。
【００５８】
　例えば、特定の印字機器により印字された書状の認識処理で得られた平均ラベル数が異
常値（大きな値）を示し、認識不能が多発していると仮定する。或いは、特定の印字機器
により印字された書状の認識処理で得られた平均誤り訂正数が大きな値を示していると仮
定する。
【００５９】
　最初に、オペレータが、オペレーション部１を介して、処理対象書状に対して印字処理
を施した印字局の識別情報を入力する。或いは、オペレータが、オペレーション部１を介
して、処理対象書状に対して印字処理を施した印字機器の識別情報を入力する。或いは、
蛍光バーコード用スキャナ２が、処理対象書状の画像を読み取り、蛍光バーコード認識部
５が、読取画像から印字局の識別情報（ＩＤタグコード）を認識する。或いは、蛍光バー
コード認識部５が、読取画像から印字機器の識別情報（ＩＤタグコード）を認識する。
【００６０】
　上記したように、平均ラベル数が異常値（大きな値）を示し、かつ認識結果も良好でな
いケースでは、インクが飛び散って細かい発光ラベルが多数出現して認識に悪影響を与え
ていることが予想される。そこで、蛍光バーコード認識部５は、通常認識処理では行って
いない処理、具体的には一定値以下の大きさのラベルを認識に使用しないという処理を加
える。これにより、飛び散り印字不良の書状に対して、無駄な認識処理時間を費やすこと
無く、効率よく認識処理を進めることができる。また、インク飛散部分のラベルを使用し
ないことにより、領域抽出からバー補正までの精度が上がる。よって、通常認識できない
ようなバーコードでも認識できるようになる。
【００６１】
　また、印字局別認識結果統計データの代わりに日時別認識結果統計データを使用して同
様の認識処理を行うこともできる。例えば、異なる日の同一時間帯の認識率をチェックし
、チェック結果に応じて認識処理を変更する。これは、郵便事業者の郵便物処理の流れは
、例えば１８：００～１９：００にＡ局から来た到着便を処理して、１９：００～２０：
００にはＢ局から来た到着便を処理するというように、日付によらず一定のルーチンで処
理順序が決定されていることが多いためである。
【００６２】
　続いて、上記説明した特有書状用認識処理の具体例２について説明する。
【００６３】
　印字局別認識結果統計データにおいて、平均上側バー付加補正数が異常値を示し、かつ
、認識不能が多発していると仮定する。或いは、平均誤り訂正数が大きな値を示している
と仮定する。
【００６４】
　この場合、印字機器の調整不良で上側バーが欠けて正しく印字されないようになってい
ることが想定される。そこで、蛍光バーコード認識部５は、通常認識では行っていない処
理、具体的にはバー分類処理時にバー上部側スコアに対して得点付けを高くする処理を加
える。つまり、上側バーが欠けたバーを上側バーと判断させる処理を加える。これにより
、通常認識できないバーコード（上側が欠けたバーを含むバーコード）でも認識できるよ
うになる。
【００６５】
　続いて、図１０のフローチャートを参照し、印字局別認識結果統計データ及び日時別認
識結果統計データを利用した特有書状用認識処理の一例を説明する。
【００６６】
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　上記したように、蛍光バーコード認識部５は、処理対象書状に対して印字処理を施した
印字局の識別情報を取得し（ＳＴ１００１）、印字局別認識結果データベース１１から該
当印字局の認識結果を示す統計情報を取得する（ＳＴ１００２）。統計情報に基づき認識
不能の割合が一定以上ではなく（ＳＴ１００３、ＮＯ）、統計情報に基づき平均誤り訂正
数が一定以上でもなければ（ＳＴ１００４、ＹＥＳ）、予め指定された複数の認識処理の
組み合わせを実行する（ＳＴ１００５）。
【００６７】
　統計情報に基づき認識不能の割合が一定以上である場合（ＳＴ１００３、ＹＥＳ）、或
いは統計情報に基づき平均誤り訂正数が一定以上である場合（ＳＴ１００４、ＹＥＳ）で
、しかも平均ラベル数が閾値以上であれば（ＳＴ１００６）、一定値以上の大きさのラベ
ルを切り捨てる処理を追加し（ＳＴ１００７）、追加処理とともに複数の認識処理の組み
合わせを実行する（ＳＴ１００５）。
【００６８】
　次に、印字局別認識結果統計データ及び日時別認識結果統計データを利用した有効認識
処理について説明する。通常、バーコード処理装置は、図１３に示すように、予め指定さ
れた順序で、複数処理を組み合わせてバーコードを認識している。そこで、バーコード処
理装置は、印字局別認識結果統計データ及び日時別認識結果統計データを利用し、複数処
理の中からいくつかの処理を優先的に実行し、認識処理の効率化を図る。
【００６９】
　例えば、印字局別認識結果統計データを利用した優先処理について説明する。既に説明
したように、事前にオペレータが、オペレーション部１を介して、処理対象書状に対して
印字処理を施した印字局の識別情報を入力する。或いは、事前にオペレータが、オペレー
ション部１を介して、処理対象書状に対して印字処理を施した印字機器の識別情報を入力
する。或いは、蛍光バーコード用スキャナ２が、処理対象書状の画像を読み取り、蛍光バ
ーコード認識部５が、読取画像から印字局の識別情報を認識する。或いは、蛍光バーコー
ド認識部５が、読取画像から印字機器の識別情報を認識する。
【００７０】
　図１４は、図１１Ｂに示されている各内部認識処理別スコア加算表の一例を示す図であ
る。各内部認識処理別スコア加算表は、バーコード認識のために試行された複数処理の中
で最も誤り訂正数が少なかった組み合わせ処理に高いスコアがつけられていることを示す
。具体的には、誤り訂正数０のバーの並びを検知した認識処理組み合わせには１００点、
誤り訂正数４のバーの並びを検知した認識処理組み合わせには５０点、認識不能であれば
－５０点がつけられる。スコア順にソートして優先度を付けることにより、有効な組み合
わせ処理が順位付けできる。
【００７１】
　例えば、特定の企業からのバルクメールが大多数を占め有効な処理の組み合わせが一意
に決まったり、古い印字機器であればバーコード印字時にバーが太くなるなどの特有の傾
向があったりする。このため、上記した処理が有効に機能する。ただし、印字機器の特性
や局ごとのバルクメールの特性があることのみが重要であり、上記のような理由は必要な
く、認識結果からのみ最適な処理の組み合わせが選択される。つまり、復号時の誤り訂正
数という絶対の基準を元に優先度を決定しているため、元の書状や印字状態がどうであっ
たかといった情報が分からなくてもよい。
【００７２】
　ここで、図１３を参照し、通常の認識処理の一例について説明する。最初に、バーコー
ド領域が抽出される（ＳＴ１３０１）。つまり、一定ピッチで規則的にラベルが並んでい
る部分がバーコード領域として抽出される。続いて、バーコード領域においてラベルの並
びからバーコードのスキュー角度が検出される（ＳＴ１３０２）。続いて、個別バーが判
定される。つまり、ラベルの長さや位置から、バーが４種に分類され、バーの並びを入力
情報とし、入力情報を復号し、住所情報が取得される（ＳＴ１３０３）。また、復号結果
が多数得られた場合には、適切な復号結果を採用する（ＳＴ１３０４）。一般に、未検出
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数と誤り訂正数を基準として選択されることが多い。適切な復号結果を得たら、区分機側
およびログ情報等に認識結果を出力する（ＳＴ１３０５）。
【００７３】
　最後に、認識結果に基づき印字局別認識結果統計データ及び日時別認識結果統計データ
を更新する。日時情報はＰＣが保有している情報から随時取得できる。また、バーコード
を印字した印字局（印字機器）を示す情報はタグＩＤコードから得ることができる。なお
、オペレーション部１から印字局を示す情報を入力するようにしてもよい。
【００７４】
　図２は、上記説明した認識処理の全体を説明するためのフローチャートである。図２に
示すように、蛍光バーコード用スキャナ２が、例えば書状Ｂの画像を読み取り、蛍光バー
コード認識部５は、画像明度の異なる複数の読取画像Ｂを取得する（ＳＴ２０１）。蛍光
バーコード認識部５は、日時別認識結果データベース１０及び印字局別認識結果データベ
ース１１から、統計情報を取得する（ＳＴ２０２）。統計情報には、書状Ｂの前に処理さ
れた書状Ａの認識処理結果を示す情報が含まれており、書状Ａの認識処理結果は書状Ａの
輝度分布情報を含む。
【００７５】
　蛍光バーコード認識部５は、読取画像Ｂから書状Ｂの輝度分布情報を取得し、統計情報
から書状Ａの輝度分布情報を取得し、書状Ｂの輝度分布情報と書状Ａの輝度分布情報とを
比較し、書状Ｂと書状Ａの類似度を判定する（ＳＴ２０３）。書状Ｂと書状Ａとが類似し
ていない場合は（ＳＴ２０３、ＮＯ）、蛍光バーコード認識部５は、デフォルトの優先順
位を適用する（ＳＴ２０４）。書状Ｂと書状Ａとが類似している場合は（ＳＴ２０３、Ｙ
ＥＳ）、蛍光バーコード認識部５は、書状Ａの認識処理におけるエラー訂正数に基づき認
識処理の優先順位を決定する（ＳＴ２０５）。
【００７６】
　さらに、蛍光バーコード認識部５は、統計情報に基づき、書状Ｂに特化した固有処理を
選択すべきか否か判断する（ＳＴ２０７）。書状Ｂに特化した認識処理を選択する場合に
は（ＳＴ２０７、ＹＥＳ）、固有処理選択フラグを設定する（ＳＴ２０８）。書状Ｂに特
化した認識処理を選択しない場合には（ＳＴ２０７、ＮＯ）、認識処理優先度が決定され
る（ＳＴ２０９）。
【００７７】
　その後、認識対象の領域が抽出され（ＳＴ２１０）、個別バーが判定され（ＳＴ２１１
）、バーコードが復号され（ＳＴ２１２）、認識結果が採択され（ＳＴ２１３）、認識結
果が出力され（ＳＴ２１４）、統計情報が更新される（ＳＴ２１５）。
【００７８】
　以下に本実施形態についてまとめる。
【００７９】
　（１）複数の処理を組み合わせてバーコードを認識するバーコード処理装置は、データ
ベースにこれまでのバーコード認識結果の統計情報を予め記録しておき、その統計情報を
利用することにより現在の認識対象となっているバーコードに対して有効と判断される処
理の組み合わせを見つけ、その処理から優先的に実施する。
【００８０】
　（１－１）また、統計情報は、バーコードを印字した印字局および印字機器ごとに分類
されたバーコード認識結果を含む。
【００８１】
　（１－２）また、印字局および印字機器を特定する方法として、オペレータが、予めこ
れから処理する予定の書状の印字局および印字機器の識別情報を入力する。この入力され
た識別情報を利用して統計情報の更新および使用を行う。
【００８２】
　（１－３）また、印字局および印字機器を特定する方法として、スキャナが、ＩＤタグ
コードを読み取る。ＩＤタグコードの読取結果を利用して統計情報の更新および使用を行
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う。
【００８３】
　（１－４）また、統計情報は、バーコードを印字した時間帯で分類されたバーコード認
識結果を含む。
【００８４】
　（２）複数の処理を組み合わせてバーコードを認識するバーコード処理装置は、画像を
読み取り、画像明度の異なる複数の読取画像を取得し、これら画像明度の異なる複数の読
取画像を利用して、バーコードを認識する。また、所定の読取画像に含まれたバーコード
の認識に最適な明度を記憶しておき、所定の読取画像のフォームに類似したフォームの読
取画像からバーコードを認識する際には、記憶した最適な明度の読取画像を優先的に認識
処理に適用する。
【００８５】
　（２－１）また、スキャナの露光時間を変えて複数回画像を撮影し、画像明度の異なる
複数の読取画像を取得する。
【００８６】
　（２－２）また、ワイドレンジで取得した画像から、あるレンジを抜き出して画像明度
の異なる複数の読取画像を取得する。
【００８７】
　（２－３）また、輝度値のヒストグラム情報に基づき、画像フォームの類似を判断する
。
【００８８】
　（３）複数の処理を組み合わせてバーコードを認識するバーコード処理装置は、書状に
バーコードを印字した印字局および印字機器の識別情報に基づき、この識別情報の印字局
および印字機器で印字されたバーコードの認識に問題が生じていると判断した場合に、必
要に応じて普段の認識で行わない認識不良原因に特化した処理を選択する。
【００８９】
　（３－１）また、印字局および印字機器を特定する方法として、オペレータが、予めこ
れから処理する予定の書状の印字局および印字機器の識別情報を入力する。
【００９０】
　（３－２）また、印字局および印字機器を特定する方法として、スキャナが、ＩＤタグ
コードを読み取る。
【００９１】
　（３－３）また、所定枚数単位で、バーコードの認識エラーの出現数が規定値を超えた
場合に、バーコードの認識に問題が生じていると判断する。或いは、所定枚数単位で、バ
ーに対する誤り訂正の回数が規定値を超えた場合に、バーコードの認識に問題が生じてい
ると判断する。
【００９２】
　（３－４）バーコードの認識に問題が生じる原因として、インクの飛び散りなどがある
。
【００９３】
　（３－５）バーコードの認識に問題が生じる原因として、バー上側の欠け、もしくはバ
ー下側の欠けなどがある。
【００９４】
　上記により、例えば、その書状に対して有効な認識処理が後段にあった場合に、実施さ
れないまま制限時間を過ぎてしまうことを防ぐ認識率向上効果が得られる。また、複数の
明るさ画像からそれぞれ認識させて良い結果を選択するような認識処理において、適切な
明度の画像を選択できないまま制限時間を過ぎてしまうことを防ぐ認識率向上効果も得ら
れる。加えて、固有の機体が調整不良によって印字不良等を発生させてしまっても、統計
情報を用いることにより、通常では入らない処理を適用し、認識率向上が可能となる効果
もある。
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【００９５】
　なお、本願発明は、上記実施形態に限定されるものではなく、実施段階ではその要旨を
逸脱しない範囲で種々に変形することが可能である。また、各実施形態は可能な限り適宜
組み合わせて実施してもよく、その場合組み合わせた効果が得られる。更に、上記実施形
態には種々の段階の発明が含まれており、開示される複数の構成要件における適当な組み
合わせにより種々の発明が抽出され得る。例えば、実施形態に示される全構成要件からい
くつかの構成要件が削除されても、発明が解決しようとする課題の欄で述べた課題が解決
でき、発明の効果の欄で述べられている効果が得られる場合には、この構成要件が削除さ
れた構成が発明として抽出され得る。
　以下、本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［１］　
　第１読取対象物の画像を読み取り、画像明度の異なる複数の第１読取画像を取得し、所
定選択順序に基づき、各明度の第１読取画像に含まれた識別情報の認識を試行し、識別情
報認識処理の結果を示す統計情報を記憶する記憶手段と、
　第２読取対象物の画像を読み取り、画像明度の異なる複数の第２読取画像を取得する画
像読取手段と、
　前記統計情報に基づき、画像明度の異なる複数の第２読取画像のうちの所定明度の第２
の読取画像に含まれた識別情報の認識処理を優先する認識手段と、
　を備えたことを特徴とする情報認識処理装置。
　　［２］　
　前記記憶手段は、前記第１読取対象物に記録されたバーコードの認識処理の結果を示す
前記統計情報を記憶し、
　前記認識手段は、前記統計情報に基づき前記第２読取対象物に記録されたバーコードを
認識する、
　ことを特徴とする［１］に記載の情報認識処理装置。
　　［３］　
　前記認識手段は、前記統計情報により、所定明度の第１読取画像に含まれた識別情報の
認識試行時に得られたエラー訂正数が最も少ないことが示されている場合、所定明度の第
２の読取画像に含まれた識別情報の認識処理を優先することを特徴とする［１］に記載の
情報認識処理装置。
　　［４］　
　前記認識手段は、前記第２読取画像に含まれた識別情報の認識処理結果に基づき前記統
計情報を更新することを特徴とする［１］に記載の情報認識処理装置。
　　［５］　
　前記記憶手段は、前記統計情報と前記第１読取対象物の第１画像フォーマット情報とを
対応づけたフォーム別統計情報を記憶し、
　前記画像読取手段は、前記第２読取対象物の画像を読み取り、前記第２読取処理対象物
の第２画像フォーマット情報を取得し、
　前記認識手段は、前記第１画像フォーマット情報と前記第２画像フォーマット情報とが
類似条件を満たす場合に、前記統計情報に基づき、前記所定明度の第２読取画像に含まれ
た識別情報の認識処理を優先する、
　ことを特徴とする［１］に記載の情報認識処理装置。
　　［６］　
　前記記憶手段は、前記統計情報と輝度値のヒストグラムで示された前記第１画像フォー
マット情報とを対応づけた前記フォーム別統計情報を記憶し、
　前記画像読取手段は、前記第２認識処理対象物の画像を読み取り、輝度値のヒストグラ
ムで示された前記第２画像フォーマット情報を取得し、
　前記認識手段は、前記第１画像フォーマット情報と前記第２画像フォーマット情報とが
類似条件を満たす場合に、前記統計情報に基づき、前記所定明度の第２読取画像に含まれ
た識別情報の認識処理を優先する、
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　ことを特徴とする［１］に記載の情報認識処理装置。
　　［７］　
　前記画像読取手段は、異なる複数の露光時間で前記第２読取対象物を読み取り、画像明
度の異なる複数の第２読取画像を取得することを特徴とする［１］に記載の情報認識処理
装置。
　　［８］　
　前記画像読取手段は、前記第２読取対象物を読み取り、第１ビットレンジで示される第
２読取画像を取得し、前記第１ビットレンジの中から複数種類の第２ビットレンジを抜き
出して、これら複数種類の第２ビットレンジで示される画像明度の異なる複数の第２読取
画像を取得することを特徴とする［１］に記載の情報認識処理装置。
　　［９］　
　複数処理に基づき読取画像に含まれた識別情報を認識する識別情報認識処理の結果を示
す統計情報を記憶する記憶手段と、
　読取対象物の画像を読み取り、読取画像を取得する画像読取手段と、
　前記統計情報に基づき有効な処理を選択し、有効な処理に基づき前記読取画像に含まれ
た識別情報を認識する認識手段と、
　を備えたことを特徴とする情報認識処理装置。
　　［１０］　
　前記記憶手段は、複数処理に基づき読取画像に含まれたバーコードを認識するバーコー
ド認識処理の結果を示す前記統計情報を記憶し、
　前記認識手段は、前記統計情報に基づき有効な処理を選択し、有効な処理に基づき前記
読取画像に含まれたバーコードを認識する、
　ことを特徴とする［９］に記載の情報認識処理装置。
　　［１１］　
　前記認識手段は、前記統計情報に基づき誤り訂正の数が最も少なかった組合せ処理を選
択し、選択した組合せ処理に基づき前記読取画像に含まれた識別情報を認識することを特
徴とする［９］に記載の情報認識処理装置。
　　［１２］　
　前記記憶手段は、前記統計情報と、読取対象物に対してバーコードを記録した記録先を
特定するための記録先特定情報とを対応づけた記録条件別統計情報を記憶し、
　前記認識手段は、前記読取対象物に対してバーコードを記録した記録先を特定するため
の記録先特定情報を取得し、前記記録条件別統計情報に含まれた記録先特定情報と前記取
得された記録先特定情報とが一致することを条件として、前記記録条件別統計情報に基づ
き有効な処理を選択し、有効な処理に基づき前記読取画像に含まれたバーコードを認識す
る、
　ことを特徴とする［９］に記載の情報認識処理装置。
　　［１３］　
　前記記憶手段は、バーコード認識処理時間帯別の統計情報を記憶し、
　前記認識手段は、前記バーコード認識処理時間帯別の統計情報から現在時刻に対応した
統計情報を選出し、選出された統計情報に基づき有効な処理を選択し、有効な処理に基づ
き前記読取画像に含まれたバーコードを認識する、
　ことを特徴とする［９］に記載の情報認識処理装置。
　　［１４］　
　識別情報を記録した記録先を特定するための記録先特定情報を記憶する記憶手段と、
　認識処理対象物に対して識別情報を記録した記録先を特定するための記録先特定情報を
取得する取得手段と、
　前記認識処理対象物の画像を読み取り、読取画像を取得する画像読取手段と、
　前記記憶された記録先特定情報と前記取得された記録先特定情報との一致に基づき、所
定の認識処理を適用して、前記読取画像に含まれた識別情報を認識する認識手段と、
　を備えたことを特徴とする情報認識処理装置。
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　　［１５］　
　前記記憶手段は、バーコードを記録した記録先を特定するための記録先特定情報を記憶
し、
　前記取得手段は、認識処理対象物に対してバーコードを記録した記録先を特定するため
の記録先特定情報を取得し、
　前記認識手段は、前記記憶された記録先特定情報と前記取得された記録先特定情報との
一致に基づき、所定の認識処理を適用して、前記読取画像に含まれたバーコードを認識す
る、
　ことを特徴とする［１４］に記載の情報認識処理装置。
　　［１６］　
　前記記憶手段は、不良識別情報を記録した記録先を特定するための記録先特定情報を記
憶するとともに、不良識別情報の認識処理に有効な前記所定の認識処理を記憶することを
特徴とする［１４］に記載の情報認識処理装置。
　　［１７］　
　第１読取対象物の画像を読み取り、画像明度の異なる複数の第１読取画像を取得し、所
定選択順序に基づき、最初に選択した第１明度の第１読取画像に含まれた識別情報の認識
を試行し、認識成功に基づき認識処理を完了し、認識失敗に基づき次に選択された第２明
度の第１読取画像に含まれた識別情報の認識を試行する識別情報認識処理の結果を示す統
計情報を記憶し、
　第２読取対象物の画像を読み取り、画像明度の異なる複数の第２読取画像を取得し、
　所定明度の第１読取画像に含まれた識別情報の認識成功を示す識別情報認識処理の結果
を含む前記統計情報に基づき、前記所定明度の第２読取画像に含まれた識別情報の認識処
理を優先する、
　ことを特徴とする情報認識処理方法。
　　［１８］　
　複数処理に基づき読取画像に含まれた識別情報を認識する識別情報認識処理の結果を示
す統計情報を記憶し、
　読取対象物の画像を読み取り、読取画像を取得し、
　前記統計情報に基づき有効な処理を選択し、有効な処理に基づき前記読取画像に含まれ
た識別情報を認識する、
　ことを特徴とする情報認識処理方法。
　　［１９］　
　識別情報を記録した記録先を特定するための記録先特定情報を記憶し、
　認識処理対象物に対して識別情報を記録した記録先を特定するための記録先特定情報を
取得し、
　前記認識処理対象物の画像を読み取り、読取画像を取得し、
　前記記憶された記録先特定情報と前記取得された記録先特定情報との一致に基づき、所
定の認識処理を適用して、前記読取画像に含まれた識別情報を認識する、
　ことを特徴とする情報認識処理方法。
【図面の簡単な説明】
【００９６】
【図１】本発明の一実施形態に係るバーコード処理装置（情報認識処理装置）の概略構成
を示す図である。
【図２】バーコード認識処理の概要を示すフローチャートである。
【図３】バーコード画像の一例を示す図である。
【図４Ａ】蛍光色書状から読み取られたバーコード画像の一例を示す図である。
【図４Ｂ】黒地書状から読み取られたバーコード画像の一例を示す図である。
【図５Ａ】黒地書状での５段階明度切り出しバーコード画像の一例を示す図である。
【図５Ｂ】蛍光色書状での５段階明度切り出しバーコード画像の一例を示す図である。
【図６】画像明度選択処理の一例を示すフローチャートである。
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【図７】濃度ヒストグラム情報の一例を示す図である。
【図８Ａ】類似条件を満たす二つの濃度ヒストグラム情報の一例を示す図である。
【図８Ｂ】類似条件を満たさない二つの濃度ヒストグラム情報の一例を示す図である。
【図９】濃度ヒストグラム情報の別例を示す図である。
【図１０】特有書状用認識処理の一例を示すフローチャートである。
【図１１Ａ】日時別認識結果統計データの一例を示す図である。
【図１１Ｂ】印字局別認識結果統計データの一例を示す図である。
【図１２Ａ】上側バー付加補正数を説明するための図である。
【図１２Ｂ】下側バー付加補正数を説明するための図である。
【図１３】バーコード認識処理の一例を示す図である。
【図１４】各内部認識処理別スコア加算表の一例を示す図である。
【符号の説明】
【００９７】
１…オペレーション部、２…蛍光バーコード用スキャナ、３…制御ＰＣ、５…蛍光バーコ
ード認識部、６…ＨＵＢ、７…通信ケーブル、８…搬送ベルト、１０…日時別認識結果デ
ータベース、１１…印字局別認識結果データベース

【図１】 【図２】
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【図１０】 【図１１Ａ】
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